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＜活動事例の要旨＞ 

   本県で飼料用米として利用されている主食用品種「あきだわら」は、いもち病に弱い 

ことから、多収で、いもち病に強い新たな主食用品種の導入が生産者などから求められ 

ている。飼料用米として「あきだわら」に替わり利用できる主食用品種の選定に取組み 

収量性及びいもち病抵抗性の優れた「西海316号（羽1296）」を選定し、その現地適応 

性を検討した。 

 

１ 普及活動の課題・目標 

飼料用米の主食用品種について、病害抵抗性（いもち病）を持った多収の新品種・系

統を選定・導入し、省力・低コスト・安定多収栽培を実現する。 

 

２ 普及活動の内容  

（１）調査研究機関の構成 

農林総合技術センター農業技術部土地利用作物研究室、農業担い手支援部就農・技 

術支援室、農林水産事務所農業部及び畜産部 

（２）調査研究期間 

   令和４年５月～令和４年１２月 

（３）調査研究の対象地域・場所 

   岩国市、長門市、美祢市、萩市、防府市（計５か所） 

（４）調査研究方法の概要 

   品種比較のための現地実証試験を実施した。 

  ア 現地実証試験 

・供試品種系統：「西海316号（羽1296）」、「あきだわら」（対照区） 

・移植期：５月～７月 

・栽植密度、施肥量：各地域の標準的水準 

   ・調査項目：草丈・茎数、出穂期、成熟期、稈長・穂長・穂数、収量、病害虫の発 

生程度 

 

３ 普及活動の成果 

（１）現地実証試験（「あきだわら」対比） 

  ア 稈長 

稈長は「西海316号」の方が10㎝程度長かったが、耐倒伏性は優れていた。 

イ 収量性 

    千粒重は、１～２ｇ程度重かった。籾数は同程度～やや多いが、登熟歩合がやや 

低く、収量性は概ね同等であった。 

ウ 葉いもち病ほ場抵抗性 

    いもちの発生は、「西海 316号」の方が明らかに少なかった。 



（２）まとめ 

   「あきだわら」に替わる品種の選定に取り組み、「あきだわら」並みの収量性で、 

いもち病抵抗性及び耐倒伏性の優れた「西海 316号」を新たな飼料用米品種として 

  選定した。 

 

   表１ 現地実証試験成績 

 

 

４ 今後の普及活動に向けて 

  「西海316号」は当面本県のみの栽培となるため、県内関係機関と連携して種子の安 

定供給に向けた取り組みが必要となる。 

  また、飼料用米への交付金が令和６年度から段階的に専用品種（多収米）にシフトさ 

れるので、「西海316号」が専用品種扱いとなるよう栽培地と調整する。 

 


